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第 1章

過去を探る

1 　　サルの生まれた日 

　けだるい昼下がりのうっそうと茂った森林を大きな恐竜たちがゆっくりと動き

回っている。シダと裸子植物などからなるこの森林は，巨大な植物食性の恐竜た

ちの餌場だ。一抱えもあるような太い首が伸びてきたと思うと，小枝にびっしり

と植わった小さな葉を口でしごくようにして根こそぎむしり取っていく。こんな

巨大な生物たちがこのまま食べ続けたら直ぐに食べ物がなくなってしまうのでは

ないかと心配になるほどだ。しかし，今この世界は十分に暖かく，植物はいつで

も育ち放題だ。暖かく食物も十分にある安定した環境では，動物たちの体は大型

化していく。この世界では大きいことはいいことなのだ。

　そんな大きな緑の森の傍らに，いつの頃からかきれいな花を咲かせる植物が増

えてきた。色鮮やかな花は甘い蜜の香りをまき散らし，その周りには小さな虫た

ちが群がっている。花蜜をもとめてやってきたのだろう。そしてその虫たちをと

らえて食物にしようと小さな動物たちがやってきた。巨大な恐竜たちと違って，

彼らは小型で，体は温かく，体毛に覆われている。小回りがきくから，あちこち

の枝に移動しては虫や小型の動物を捕まえたりしている。時には花蜜をなめ若芽

を食べているらしい。大きな奴らと直接戦っても勝てないが，こんな小さな虫を

捕らえるのは自分たちの方がずっと有利だ。体が大きくても捕まえられる虫の数

は増えるわけではない。虫たちの栄養価は高いけれど，摂取できる絶対量が少な

南米ボリビアから見つかっている最古の
広鼻猿類化石「ブラニセラ」



16 第Ⅰ部　形をみる

すぎる。それに大きくなりすぎると目立ってしまい，すばしっこい小型の恐竜た

ちに追い回されることになる。小さくたって，いいこともある。

　永遠に続くと思っていたこの世界に，ある日事件が起きた。大きな音を立てて

真っ赤な火の玉が空を飛んできた。どこか遠くの方に落ちたのだろう，ものすご

い音と震動が伝わってきた。その日から空は一様に暗くなり，灰が舞うようになっ

た。いつの間にか少し寒くなってきたようだ。空が暗くて太陽の光が十分に届か

ないからだろう。でも気にすることはない。食べ物は十分にあるから，食べ続け

ていれば僕らの体はいつでも温かい。少しくらい寒くても僕らは動くことができ

る。でも「大きな奴ら」はだいぶ参っているようだ。最近めっきり見かけなく

なった．．．

■揺れ動く枝の先で

　霊長類は現生哺乳類の中で最も古い系統のひとつである。哺乳類は中生代前半

にすでに出現していたにもかかわらず，新生代になるまであまり大型化すること

もなく，恐竜の陰に隠れていて表舞台に出ることがなかった。ところが新生代に

入ると哺乳類は急激な適応放散を始める。

　こういった哺乳類が特に新生代以降急激に適応放散した背景には，白亜期末の

恐竜類の絶滅によるニッチ（生態的地位）の空洞化と地球全体の気温の低下があっ

た。恐竜の絶滅の原因に関しては諸説があり，未だに結論は出ていない。最近で

は白亜紀末に巨大な隕石がユカタン半島に落下したことが明らかになり，このイ

ベントを元に恐竜類の絶滅を説明しようとする研究者が多い。例えば隕石の落下

により膨大な量の粉塵が大気中に舞い上がり，そのため太陽光が遮られて地球の

気温が低下し，地球上の生態系が崩れ，その結果恐竜類の絶滅を導いたというも

のだ。こういった説の妥当性はともかく，白亜期末の隕石落下などが恐竜類にとっ

て最後のとどめになったのは間違いない。安定した環境で大量の食物を摂取して

生活していた巨大な恐竜類は，環境の変化に素早く適応することができなかった。

また白亜紀末期の地球全体の気温の低下も，変温性動物である恐竜類には不利

だった。変温動物の活動性は外温に依存しているので，気温が低下すると様々な

環境変化に能動的に対応することができなかっただろう。それに対し小型の哺乳

類は環境や植生が多少変化しても，自分たちの生活に十分な地域を見つけ出すこ
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とができただろう。また恒温性である哺乳類は，体温の維持に必要な食物さえあ

れば気温の低下に対しても能動的に対処することができた。

　このような様々な環境に適応していた恐竜類が絶滅した後には，ニッチの空隙

が出現した。白亜紀末から第三紀初頭の原始的な哺乳類は，恐竜たちの残したニッ

チに易々と進出し，急激な適応放散を遂げるのである。特に中型～大型の植物食

性の動物は，一気に哺乳類で占められるようになった。またそういった動物たち

を捕食する肉食性の哺乳類も進化することができた。哺乳類たちにとって，体サ

イズの大型化が解禁となったのである。

　ところで最近の分子生物学的研究によると，現生の有胎盤哺乳類は四つの大き

な系統からなっていることがわかってきた［1, 2］。アフリカ大陸が起源と考えられ

ている「アフリカ獣類」（海牛目，長鼻目，管歯目など），南米大陸だけに生息する

「異節類」（アルマジロ，ナマケモノ，アリクイ），そしてユーラシア大陸と北米大

陸に主に分布する「ローラシア獣類」（翼手目，偶蹄目，鯨目，食肉目，奇蹄目など）

と「真主齧類」（霊長目，皮翼目，齧歯目，兎目など）である（図 1）。大陸の配置

から推測すると，前二者が南半球のゴンドワナ大陸起源で，後二者が北半球のロー

ラシア大陸起源と考えられる。霊長類はこのうちの「真主齧類」に含まれ，白亜

紀後半に他の哺乳類から分岐したらしい。初期の原始的哺乳類の中で現在まで生

き残っているグループはほとんどないが，霊長類はその数少ない系統の一つであ

る。初期霊長類を他の哺乳類と区別する特徴は，手足の把握能力と立体視の獲得

とされているが，こういった形質が霊長類で発達した舞台は，樹上，それも小さ

な枝の先端部だった。

　白亜紀後半の地球上の景観の大きな変化の一つは，被子植物と虫（昆虫や節足

動物）の急激な進化であった。被子植物とは花を咲かせて果実を実らせる植物で

ある。初期の被子植物は風を媒介とした受粉に頼っていたが，やがて花粉を雄し

べから雌しべへ運ぶ媒体として昆虫や節足動物が出現した。虫たちにとって花が

提供してくれる糖分に満ちた花蜜は最大の食物であった。一方，被子植物にとっ

ては偶然性に頼らず確実に花粉を運んでくれる虫たちは重要なパートナーであっ

た。白亜紀後半，被子植物と昆虫類はともに相手を必要とし，爆発的に共進化し

ていった。そして花に集まる虫が増えれば，それを捕食する小型の虫食性動物た

ちも増加する。白亜紀後半の哺乳類には，こういった花に集まる虫を捕食し，あ

るいは花そのものや新芽，そして果実などを採食していたものが多かったようだ。
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　こういった花・新芽・果実のほとんどは樹の幹よりも枝の先の細くなったとこ

ろに位置する。一方花に群がる虫はハチ類やチョウ類などの飛翔性のものが多い。

したがって，それを捕食しようとする動物は昆虫類と同じように翼を獲得して空

を飛ぶか，揺れ動く枝につかまって姿勢を確保するための後肢が必要だ。前者の

代表が翼を持つ哺乳類である翼手類（コウモリ）であり，後者の代表が霊長類で

あった。彼らは揺れ動く枝に重心を残した姿勢で空中を飛び回る昆虫類に手を伸

ばして捕まえようとして，前肢と後肢に把握能力のある向かい合った親指（拇指

対向性という）を進化させた。

　一方，空中を飛翔する昆虫類を捕食するには，正確な距離感を持った立体視の
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大系統図
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できる視覚が大事である。原始的な小型哺乳類に見られるような側方に向いた左

右の眼窩軸は，次第に収斂し重なり合い，立体視のできる視野が増大していった。

眼窩は前方を向かねばならないから，頭骨の幅が相対的に広がり，その結果長かっ

た吻部は次第に短くなっていった。また不安定な環境で姿勢を制御し捕食するた

めには，様々な感覚器からの複雑かつ膨大な情報を迅速に処理する脳が必要であ

る。かくして脳頭蓋も膨らんできた。こうして揺れ動く枝の先端で，われわれ霊

長類の先祖が進化してきた。霊長類は被子植物と昆虫の共進化がもたらした樹上

の枝先端部という新しい小環境に適応して進化し，そして恐竜達が残したニッチ

に進出することで急激に適応放散を遂げたのである。

■大陸移動と地球環境の大変動

　初期霊長類が枝の先端で新たな環境を開拓していた白亜紀後半には，地表の大

陸はどんな状態にあったのだろう。中生代を通じて，地球上の超大陸パンゲアは

南半球と北半球のふたつの大陸に分裂し，両大陸の間にはテチス海と呼ばれる大

きな海が広がりつつあった。北のローラシア大陸は新生代に入っても高緯度地域

を中心にしばらくはつながっていたが，やがて北米・アジア・ヨーロッパの三大

陸に分裂して行く。一方，南のゴンドワナ大陸を形成していたアフリカ大陸と南

米大陸は大西洋の拡大と共に離れて行き，南極大陸とオーストラリア大陸もやが

て分裂する。注目すべきはインド大陸で，他の南半球の大陸塊と分かれた後，急

速に北上して最終的にアジア大陸に衝突する。南半球のゴンドワナ大陸の一部で

あったインド大陸が，ローラシア大陸の中心であったアジア大陸と一体となった

のである（図 2）。

　ところで地表の大陸がひとかたまりであった頃は，赤道付近で暖められた暖流

が高緯度地域にまで還流することにより，地球全体が暖められることになった。

低緯度地域と高緯度地域の温度差も小さく，地球全体が温室であったといえる。

パンゲアが南北二つの大陸に分裂し始めても，低緯度地域で暖められた海流が赤

道付近を周回することになるので，地球全体は暖かかった。白亜期末から地球は

次第に寒冷化するが，やがて再び温暖化の傾向を示し，始新世の前半まで地球は

いわば「温室状態」にあった（図 3）。この温室状態が崩れるのは始新世の後半か

らである。南極大陸がオーストラリア大陸から完全に分裂し環南極周海流が形成
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されると，南極大陸に暖かい海流が行かなくなり，巨大な大陸氷河が形成される

ことになった。一度氷河が出来てしまうとなかなか融けることはないので，始新

世末から漸新世にかけて地球全体が急激に寒冷化していくことになった。地球の

寒冷化は高緯度地域にまで広がっていた熱帯・亜熱帯植物相を低緯度地域に退縮

させることになる。霊長類の分布域もそれにしたがって，低緯度地域に限定され

るようになった。場所によってはレフュージアとよばれる避難場所が形成され，
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それが霊長類の進化を複雑なものにしていった。

　またこのインド大陸が北上してアジア大陸に衝突した結果，始新世後半にはテ

チス海が浅海化し始め，漸新世までには完全に消滅することになった。赤道付近

を周回していた海流がなくなったわけで，これも地球の寒冷化の一因とされてい

る。インド大陸はその後も北上し，中新世後半からはアジア大陸との境界部にあ

たるヒマラヤ山脈とその北側のチベット高原が隆起していくことになった。その

結果，南アジアを中心とした地域にモンスーン気候が生まれ，雨季と乾季という

季節性が出現する。こういった地球規模の大規模な大陸移動の下，白亜紀には現

生哺乳類につながるいくつかの系統が出現した。そのうちのひとつが霊長類だっ

た。

■最初の霊長類とは？

　ところで初期の原始的な霊長類は，どんな姿をしていたのだろう？現在，最古

の霊長類とされているのは白亜紀末（約 6500 万年前）に北米に生息していたのプ

レシアダピス類であるプルガトリウス Purgatorius である。現生霊長類はゾウの

ような長い鼻もキリンのような長い首もなく，他の哺乳類に比べて「特殊化して

いない」ことが特徴とされている。初期の原始的霊長類でも同様の傾向があり，

初期の化石霊長類を定義するのは非常に難しい。したがって白亜紀の頃の原始的

哺乳類の中から霊長類の祖先を捜す場合には，特に歯の形態が特殊化していない

ものから候補を選ぶことになる。この頃の哺乳類の中で最も特殊化していない動

物がプルガトリウスというわけだ。

　これまでにプルガトリウスの化石は上下の不完全な歯列しか見つかっていな

い。霊長類を他の哺乳類と区別する立体視が可能な視覚と手足の把握能力などに

関する形態的な証拠は確認されていないので，プルガトリウスを確実に霊長類と

断定できるわけではない。他に霊長類への進化傾向を示す適当な哺乳類がいない

ので，暫定的にプルガトリウスを最古の霊長類にしているにすぎない。霊長類の

起源を約 6500 万年前とする研究者が多いのはこういった理由によっている。

　ところで最近アメリカ合衆国ワイオミング州の後期暁新世の地層から，非常に

保存状態のよいプレシアダピス類の化石が見つかった。カルポレステス

Carpolestes（「果実泥棒」という意味）という名のこの動物は，初期霊長類の起源
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と進化に関する貴重な情報を提供してくれた［3］。立体視と把握能力という二つ

の霊長類的特徴のうち，カルポレステスは把握能力を示す特徴がより際だってい

たのだ。カルポレステスの頭骨では，左右の眼窩（眼球が入る窪み）の視軸は現

生霊長類ほど収斂しておらず，どちらかというと側方に向いていた。したがって

彼らの立体視の出来る視野は非常に狭かったと考えられる。それに対し，カルポ

レステスの手足の親指は他の 4 本の指に対して向き合っていて，しかも親指には

平爪，他の４指にはかぎ爪を持っていたのだ。現生の「サルらしいサル」である

真猿類では全ての指は平爪を持っており，樹を登る時も枝を指で掴んで登ってい

く。リスなどの樹上性の小型哺乳類がするようにかぎ爪を使って木をよじ登るよ

うなことはしない。カルポレステスはまさに原始的な初期霊長類の特徴を示して

いたのである。

　この様に，霊長類の祖先としての最有力候補であるプレシアダピス類が北米大

陸から豊富に見つかることから，従来は霊長類の起源地は北米大陸であるとする

研究者が多かった。しかし近年アジア地域でプレシアダピス類などの化石が増え

るにしたがい，この仮説が見直されつつある。霊長類を含む真主齧類の最も古い

化石が東アジアから見つかっていることや，完全に霊長類の特徴を示す真霊長類

と呼ばれるグループの最古の化石がモンゴルなどで見つかっているのがその根拠

だ。今後の化石の発見次第で，霊長類のアジア起源説が補強される可能性はかな

り高いといえる。

　いずれにせよ，第三紀初頭にはアジア，北米，ヨーロッパの三大陸はある程度

の期間互いに連絡していた。また暁新世末から始新世前半にかけて，地球全体が

高緯度地域までまんべんなく暖かかったことがわかっている。大陸をまたがる形

で，初期霊長類が広範囲に分布していたと考えられる。彼らの進化の舞台は北半

球だった。

■初期霊長類の進化と真猿類の起源

　北半球のローラシア大陸で起源し，手足の把握能力と立体視を発達させた初期

霊長類は，その後どのように進化していったのだろうか。彼らは始新世前半の温

暖な時期に北米，ヨーロッパ，アジアなどの比較的高緯度地域で急速に適応放散

し，比較的大型のアダピス類と小型のオモミス類という二つの大きな系統群に分
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かれて進化していった（図 4）。アダピス類は大きなものはイエネコくらいの大き

さであったが，比較的鼻づらが長く，大きな犬歯を持っているものが多い。彼ら

の中から現生のキツネザル類が進化してきたらしい。ほとんどの系統は漸新世末

までに絶滅してしまったが，アジア南東部ではシバラダピス類というグループが

生き残っていた。このグループの化石はインド・パキスタンからタイ・中国南部

にかけた地域で，オランウータンの祖先に近い化石ホミノイド類とともに産出し

ているが，最終的には中新世末（約 500 万年前）までに絶滅してしまった。

　一方のオモミス類はせいぜいリスくらいの大きさで，比較的鼻づらが短く，眼

窩が大きいものが含まれている。オモミス類の一部から現生のメガネザル類と真

猿類の系統が出現したと考えられている。特に真猿類は我々ヒトや類人猿，旧世

界ザル，中南米の広鼻猿類などを含む系統群なので，その起源に関しては研究者

内でも非常に関心が高い。初期真猿類がいつ，どこで，どのオモミス類の系統か

ら進化してきたのかに関しては現在も激しい論争が続いている。現生真猿類の最

大の特徴のひとつは，眼の後部を囲む骨の壁（眼窩後壁）が完成し，眼球と側頭

部の筋肉（側頭筋）が接触しなくなったことにある。それまでの化石霊長類は，

眼窩は外側を骨性の「枠」で縁取られているだけで，後方を骨壁で区切られてい

図 4　霊長類の進化系統図。
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なかった。眼窩後壁が形成される進化的なプロセスはまだ完全にはわかっていな

いが，その適応的な意味に関しては，化石種や現生種の形態的な解析から様々な

仮説が提唱されている。

　頭骨側部を被う側頭筋と呼ばれる筋肉は食物をかみ砕く咀嚼運動に関与してい

て，頭頂部の稜（矢状稜）から下顎骨の下端までのびている。動物はこの側頭筋

を動かすことで口中に入れた食物を咀嚼することができるのであるが，眼球と側

頭筋が接触していると食物を食べる時に眼球に振動を与えしまい，繊細な視覚に

悪影響を与えることになる。両者が骨壁ではっきり分離されることにより，摂食

時にも繊細な視覚能力が確保されることになり，採食効率が上がることになった

らしい。眼窩後壁の完成は現生真猿類にだけ見られる共通派生形質であるが，そ

の形成には複数の骨要素が関与しているため，系統解析の際に他の形質よりも重

要視されていることが多い。

　ところで，アダピス類もオモミス類も始新世から漸新世にかけて北米・ヨーロッ

パ・アジアなどで繁栄していたのだが，始新世末から漸新世初頭にかけて地球全

体が寒冷化した際に急速に衰退・絶滅してしまった。始新世に繁栄を誇っていた

北米大陸の初期霊長類は，当時まだ北米大陸と南米大陸が陸続きでなかったため，

温暖な低緯度地域に移ることができず，中新世初頭には完全に絶滅してしまった。

一方，ヨーロッパとアジアの霊長類は始新世後半にアフリカ大陸北部や南アジア

地域といったテチス海周縁部の暖かい低緯度地域に分布域を移していった。霊長

類全体としては分布域がかなり狭くなったのだが，この時期に真猿類の系統が出

現したらしい。

　こういった真猿類の化石がみつかることで有名なのは，アフリカのエジプト北

部にあるファユム地域である。同地の始新世末から漸新世初頭にかけての地層か

らは様々な種類の霊長類が見つかっていて，そのうちのいくつかは完全に完成さ

れた眼窩後壁を持っている。したがって真猿類の起源地はアフリカ大陸であると

いうのが，しばらく前までの定説であった。ところがその説を揺るがす化石が中

国，タイそしてミャンマーといったアジア各地で見つかりつつある。

■深まる謎

　20 世紀初頭からミャンマー中央部のポンダウン地域に広がる始新世後半の地
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層から霊長類を含む陸上性哺乳類化石が豊富に見つかることが知られていた。こ

れらの霊長類化石は，現在ではアンフィピテクス類としてまとめられていたが，

最近では隣国タイの後期始新世の地層からもアンフィピテクス類の化石が見つか

り，ミャンマーの「ポンダウン霊長類」に対する関心が高まっていた。アンフィ

ピテクス類はこの頃の霊長類としてはかなり大型で，歯や下顎の形態はかなり進

化的なため，真猿類であるとする研究者が多かった。しかし現生真猿類やファユ

ムの化石真猿類と比べると，原始的な特徴や特殊な形質が見られることから真猿

類ではなくアダピス類の一種だとする研究者も多く，彼らの系統的位置に関して

は長い間論争の的になっていた。

　我々霊長類研究所の調査隊は 1998 年以降，ミャンマー中央部のポンダウン地

域において始新世後半の地層で霊長類化石の発見を主目的とした調査を行い，

ミャンマーピテクスと名付けられた新属を含む複数の霊長類化石を発見してき

た［4, 5］。同地域で並行して発掘調査を行っているフランス隊とあわせると，これ

までに発見された霊長類化石は 6 属 7 種にのぼる。これは同一地域から発見され

ている始新世の霊長類化石としては最大級の多様性である。現在，これらの霊長

類化石はアンフィピテクス科，エオシミアス科，シバラダピス科の三つの分類群

に分けられており，その系統的位置に関しては様々な論争がある。シバラダピス

科に関してはアダピス類（上科）の一員として意見の一致を見ているが，アンフィ

ピテクス科とエオシミアス科に関しては統一した見解は出ていない。

　例えばアンフィピテクス類をアダピス類の仲間だと見なす研究者もいれば［6］，

初期真猿類だとする研究者もいる。我々はアンフィピテクス類を初期真猿類と見

なしているが，その根拠はかなり大型のサイズ（約 10kg 弱），鈍頭型の臼歯，上

顎小臼歯の形態，そして深く頑丈な下顎骨である。これらの形質は現生・化石真

猿類によく似ており，彼らが初期真猿類とされる根拠となっている。しかし我々

が発見したアンフィピテクス Amphipithecus の前頭骨では眼窩後壁は完成して

いない可能性が高いことが判明した（図 5 ）。前述したように現在真猿類の定義

において最も重要視されている形質の一つである眼窩後壁の有無は，この形質を

系統解析の際にどの程度重要視するかが研究者により違っている。筆者等がアメ

リカ合衆国のデューク大学のケイ博士らと共同で行った分岐分析の結果では，眼

窩後壁の有無をどの程度重み付けして解析するかにより，アンフィピテクス類の

系統的位置が大幅に変動することがわかった［7］。つまりアンフィピテクス類の
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形態は，アダピス類などに見られる原始的な特徴と，初期真猿類に出現する派生

的な形質がモザイク状に入り交じって出現しているのである。もう少し化石標本

が増えない限り，最終的な系統的位置の決定はできないだろう。

　またエオシミアス類の系統的位置に関しても論争がある。エオシミアス類は

1990 年代初頭に中国上海の近くにある上黄という地点の中期始新世の石灰岩の

裂け目の堆積物から発見された小型の霊長類である［8］。くわしい形態解析の結

果，オモミス類でもアダピス類でもないことがわかり，エオシミアス科という新

しい分類群が創設された。エオシミアスEosimiasという名前は「始新世の真猿類」

という意味であるが，その後黄河河畔の中期始新世の地層からエオシミアスのほ

ぼ完全な下顎骨が見つかり，系統解析の結果は初期真猿類であるという結論を支

持している［9］。

　エオシミアスの下顎大臼歯の大きさは 2mm 以下。下顎骨も 2.5cm しかない。

推定体重は 1kg 以下で，ネズミくらいの大きさだ。樹上性の四足性歩行者で，

歯の形態から主に昆虫や果実を食べていたことがわかる。頭骨の化石が見つかっ

ていないので眼窩後壁が完成していたかどうかはわからないのだが，下顎骨や大

臼歯の形態は真猿類的であることから，最古の真猿類と見なす研究者が多い。し

後眼窩突起基部断面

自然面 眼窩

頬骨弓基部断面

a

b

図 5　ミャンマーの始新世の霊長類化石，アン
フィピテクスの前頭骨（a）と上顎骨（b）
の側面図。



27第 1 章　過去を探る

かし上顎大臼歯の形態は非常に原始的であり，このことから真猿類の段階には達

していないと考える研究者も多い。そして，このエオシミアス類の化石がミャン

マーからも見つかり，バヒニア Bahinia（現地の「バヒン村」に由来）と命名され

た［10］。また別種のエオシミアス類も発見されている［11］。もしエオシミアスが本

当に真猿類ならば，ファユムの真猿類よりも上黄のエオシミアスの方が年代的に

古いので，真猿類の起源地はアジアであると考える方が自然である。しかし眼窩

後壁に関しては情報がないので，確実に真猿類だということはできない。またも

し眼窩後壁が完成していないとしても，オモミス類などの原始的な霊長類から真

猿類が進化してくる過程で眼窩後壁が完成していくのであるから，どこかの時点

ではまだ完成していないのは当然なのである。

＊

　最近の分子生物学の急速な発展により，霊長類の進化は急速に解明されつつあ

る。特に現生種の系統関係や分岐年代といった進化の「パターン」は，ほとんど

確立されていると言ってもよい。しかしすでに絶滅してしまった化石種を含めた

霊長類の進化プロセスはまだまだわからないことだらけである。化石の研究を基

にした古霊長類学では，化石標本が増えれば知識量は増えるのだが，同時に謎も

ますます深まっていく。霊長類の起源と進化の歴史は，まだまだわからないこと

だらけなのだ。

　サルたちのたどった進化のプロセス，それはヒトの行く道につながっている。
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2 　　アフリカ類人猿の進化 

　現生アフリカ大型類人猿は我々人類に系統的に最も近い動物である。ナミチン

パンジーとボノボを含むチンパンジー系統の祖先とヒトの祖先がおそらく 600 万

～ 800 万年前頃に分岐し，ゴリラ系統はそれよりもやや前に分かれたと考えられ

る。これまで，アフリカでは，東部と南部を中心に鮮新／更新世の人類化石が相

当数発見されてきた。更に，最近の数年間には，中新世末に当たる 500 万～ 700

万年頃まで遡る化石も，ケニヤ，エチオピア，チャドから報告されている。とこ

ろが，現生のチンパンジーやゴリラの系統の分岐前後や分岐後の進化となると，

まだほとんどわかっていないというのが現状である。

■チンパンジーとボノボ

　現生のチンパンジー属は，ナミチンパンジー（Pan troglodytes）とボノボ（Pan 

paniscus）の 2 種から成る。両者が分岐したのは，250 万年ほど前と推定されて

いる。ナミチンパンジーは，アフリカ西部から中部の森林に生息し，西から順に

P. t. verus，P. t. troglodytes，P. t. schweinfurthi という亜種に分けられる。また，

近年は，ニジェール河周辺に生息する集団が，P. t. vellerosus という第 4 の亜種

にされている［1］。ナミチンパンジーの分布の東限は，西部大地溝帯を東側にわ

ずかに越えて，ウガンダやタンザニアの西部国境地帯までである。また，彼らが

生息しているのはコンゴ民主共和国の中を大きく湾曲しながら流れるコンゴ河の

北側であり，南側の森林にいるのはボノボである。後者は，やや小柄なことから，


